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令和３年産水稲栽培を振り返って

土壌病害対策について

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　 小島 康平さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］　中島 彩野さん

　今年の水稲作は、5月の日照不足、7月上旬の長雨、7月下旬～8月上旬の高
温、8月中旬～9月中旬の低温・日照不足の影響を受け、早・中生品種（コシヒ
カリ・ほしじるし）では品質・収量とも平年をやや下回りましたが、晩生品種
（ハツシモ）では、9月下旬以降の天候回復により、品質・収量は平年をやや
上回りました。作況指数（10月25日現在）では、西南濃99（全国：101、東
海3県：98、岐阜県：98）で平年並みとなりました。

【生育状況】
　早生品種（コシヒカリ）は、移植後の低温・日照不足により初期生育がゆる
やかで、出穂期はやや遅れました。出穂直後の高温、8月中旬の多雨・日照不
足による登熟不良により、白未熟粒や穂発芽が見られ、品質・収量は平年を
下回る結果となりました。
　中生品種（ほしじるし）は、初期生育はややゆるやかでしたが、梅雨明け後
の高温により出穂期は平年並みとなりました。また、7月上旬、8月中旬の長
雨によるいもち病の発生と、8月中旬～9月中旬の日照不足による登熟不良に
より、くず米が多く、収量は少なめとなりました。
　晩生品種（ハツシモ）は、7月上旬、8月中旬の長雨・日照不足により徒長気
味の生育となり、出穂期はやや遅れました。その後、9月下旬以降の天候回復
により登熟は良好となり、収量・品質は平年をやや上回りました。ただし、早
植えハツシモでは、出穂後の天候不良により登熟はやや不良で、胴張りがや
や悪くなりました。また、梅雨明け後の高温・干ばつにより、葉に赤枯れ症状
が散見されました。

【病害虫発生状況】
　近年問題となっているスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の食害は、昨年
より被害は少なめでしたが、依然として広い地域で被害が見られました。

　また、岐阜県病害虫防除所から県内全域に対し、7月8日にトビイロウン
カ、7月29日に斑点米カメムシ類とイネいもち病の注意報が発表されまし
た。トビイロウンカについては、昨年のような被害は見られませんでしたが、
カメムシ類、いもち病の発生は多く、品質・収量の低下をもたらしました。
　その他に、晩生品種を中心に、稲こうじ病の発生がやや多くなりました。

【来年の栽培に向けて】
　穂ばらみ期、穂揃い期の基本防除を徹底して、いもち病、ウンカ類、カメム
シ類の被害を防止しましょう。また、ジャンボタニシ対策として、厳冬期の浅
耕や移植直後の薬剤使用を徹底し、被害を最小限に抑えましょう。

　令和３年度は、ナスの土壌病害に悩まされる生産者が多く見られました。
発生した土壌病害は「青枯病」と「半身萎凋病」です。

■青枯病の特徴
　青枯病にかかると、一部の葉が水分を失って、２～３日の間は日中に萎れ、
夜間や曇雨天には回復しますが、その後回復しなくなり、最後には青いまま
枯死します。梅雨明けの高温期に多発します。

■半身萎凋病の特徴
　半身萎凋病にかかると、葉の片側が黄化して萎れ、生育が遅れ気味にな
り、収量が低下し、やがて全体に広がります。30℃以上の高温では発病しに
くいため、一度かかっても真夏に回復することがあります。
　
■土壌病害を発生させないための対策
輪作
　前年度、ナス科の作物（ナス・ジャガイモ・トマトなど）を作付したほ場では
栽培をしない。また、発病ほ場では数年間栽培をしない。
土壌消毒
　前年度、青枯病・半身萎凋病が発生したほ場でやむを得ず栽培する場合に
は、夏期に太陽熱消毒や土壌くん蒸剤による土壌消毒を行う。
台木の選定
　「台太郎」は青枯病耐病性、「トナシム」は半身萎凋病耐病性が強い。
排水対策
　水田転換畑など、水はけの悪い場所で発生しやすい。明渠や暗渠の設置、

深耕により硬盤層を壊すなど、ほ場の排水を良くする。

■土壌病害が発生した場合の対策
ハサミの消毒（青枯病の場合）
　収穫用のハサミで伝染しやすい。一株ごとにケミクロンＧの500倍液に浸
け、ハサミの刃を消毒する。
ベンレート水和剤の土壌灌注（半身萎凋病の場合）
　収穫の14日前までに処理する。

発病株の抜き取り（青枯病・半身萎凋病共通）

　スナップエンドウを作っています。春になるとツルが込み合って「うどんこ病」などが発生してしま
います。どんな対策をすればよいのか教えてください。
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水稲

エンドウうどんこ病（全農 提供）

ネギべと病（全農 提供）

ネギさび病（全農 提供）

エンドウ整枝（タキイ種苗株式会社 提供）

希釈倍率
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3回以内
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収穫14日前まで
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　発病株はすぐに根か
ら抜き取りを行い、周
囲の株に広がらないよ
うにする。

青枯病発生株 半身萎凋病発生株

Q1

　スナップエンドウは、ツルを整理しないと側枝（第2次分枝・第3次分枝）が混み合い、風通しが悪
くなるため病気が発生しやすい原因となり、さらには収穫量まで減少してしまいます。節分をすぎた2
月中旬の、側枝が伸び始めるときに、早い段階で側枝を整理します。
エンドウの特徴は、第１次分枝にはたくさんの花が咲き、サヤもたくさんできますが、第2次分枝・第3
次分枝になるほど花の数の割にサヤができにくいものです。このため、側枝は早めに切除したいです。
巻きヅルが多いため、無理に作業は行わないようにしましょう。
　また、うどんこ病は、発生することが前提（当たり前）と考え、3月上旬になったら、薬剤防除をする
とその後の発生が少なくなります。エンドウのサヤができる前に、予防的に早めに防除しましょう。

A1

　ネギの葉に黄白色の斑点や橙黄色の小斑が着き、葉の先端から枯れてしまいます。
毎年、同じような時期に病気が発生してしまいますが、どうしたら良いですか？

Q2

　黄白色の斑点は、「べと病」です。ネギやタマネギに発生
しやすい病気です。橙黄色の小斑は、「さび病」です。
　べと病は気温10～20℃で発症しやすくなりますが、さび
病は低温でも、高温でも発生します。いずれも混みあった通
気の悪い苗床、湿気の多い苗床で発生します。しかし、本田
でも蔓延しますので、注意が必要です。苗床のうちから殺菌
剤を予防的に散布しましょう。蔓延してからでは、防除は困
難になります。また、病害の出始めには、発病した葉を摘み
取ってから防除します。
　ネギにはタマネギと同じく、葉にろう物質があるため、薬
剤をはじいてしまい流れ落ちやすいので、展着剤を加え、細
かい霧状にして流れ落ちない程度に薬剤をかけるようにし
ましょう。また、雨の後には水たまりなどがないように排水
を良くしましょう。

A2

まんえん

1011 じゃん !  2021.12じゃん !  2021.12
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令和３年産水稲栽培を振り返って

土壌病害対策について

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　 小島 康平さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］　中島 彩野さん

　今年の水稲作は、5月の日照不足、7月上旬の長雨、7月下旬～8月上旬の高
温、8月中旬～9月中旬の低温・日照不足の影響を受け、早・中生品種（コシヒ
カリ・ほしじるし）では品質・収量とも平年をやや下回りましたが、晩生品種
（ハツシモ）では、9月下旬以降の天候回復により、品質・収量は平年をやや
上回りました。作況指数（10月25日現在）では、西南濃99（全国：101、東
海3県：98、岐阜県：98）で平年並みとなりました。

【生育状況】
　早生品種（コシヒカリ）は、移植後の低温・日照不足により初期生育がゆる
やかで、出穂期はやや遅れました。出穂直後の高温、8月中旬の多雨・日照不
足による登熟不良により、白未熟粒や穂発芽が見られ、品質・収量は平年を
下回る結果となりました。
　中生品種（ほしじるし）は、初期生育はややゆるやかでしたが、梅雨明け後
の高温により出穂期は平年並みとなりました。また、7月上旬、8月中旬の長
雨によるいもち病の発生と、8月中旬～9月中旬の日照不足による登熟不良に
より、くず米が多く、収量は少なめとなりました。
　晩生品種（ハツシモ）は、7月上旬、8月中旬の長雨・日照不足により徒長気
味の生育となり、出穂期はやや遅れました。その後、9月下旬以降の天候回復
により登熟は良好となり、収量・品質は平年をやや上回りました。ただし、早
植えハツシモでは、出穂後の天候不良により登熟はやや不良で、胴張りがや
や悪くなりました。また、梅雨明け後の高温・干ばつにより、葉に赤枯れ症状
が散見されました。

【病害虫発生状況】
　近年問題となっているスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の食害は、昨年
より被害は少なめでしたが、依然として広い地域で被害が見られました。

　また、岐阜県病害虫防除所から県内全域に対し、7月8日にトビイロウン
カ、7月29日に斑点米カメムシ類とイネいもち病の注意報が発表されまし
た。トビイロウンカについては、昨年のような被害は見られませんでしたが、
カメムシ類、いもち病の発生は多く、品質・収量の低下をもたらしました。
　その他に、晩生品種を中心に、稲こうじ病の発生がやや多くなりました。

【来年の栽培に向けて】
　穂ばらみ期、穂揃い期の基本防除を徹底して、いもち病、ウンカ類、カメム
シ類の被害を防止しましょう。また、ジャンボタニシ対策として、厳冬期の浅
耕や移植直後の薬剤使用を徹底し、被害を最小限に抑えましょう。

　令和３年度は、ナスの土壌病害に悩まされる生産者が多く見られました。
発生した土壌病害は「青枯病」と「半身萎凋病」です。

■青枯病の特徴
　青枯病にかかると、一部の葉が水分を失って、２～３日の間は日中に萎れ、
夜間や曇雨天には回復しますが、その後回復しなくなり、最後には青いまま
枯死します。梅雨明けの高温期に多発します。

■半身萎凋病の特徴
　半身萎凋病にかかると、葉の片側が黄化して萎れ、生育が遅れ気味にな
り、収量が低下し、やがて全体に広がります。30℃以上の高温では発病しに
くいため、一度かかっても真夏に回復することがあります。
　
■土壌病害を発生させないための対策
輪作
　前年度、ナス科の作物（ナス・ジャガイモ・トマトなど）を作付したほ場では
栽培をしない。また、発病ほ場では数年間栽培をしない。
土壌消毒
　前年度、青枯病・半身萎凋病が発生したほ場でやむを得ず栽培する場合に
は、夏期に太陽熱消毒や土壌くん蒸剤による土壌消毒を行う。
台木の選定
　「台太郎」は青枯病耐病性、「トナシム」は半身萎凋病耐病性が強い。
排水対策
　水田転換畑など、水はけの悪い場所で発生しやすい。明渠や暗渠の設置、

深耕により硬盤層を壊すなど、ほ場の排水を良くする。

■土壌病害が発生した場合の対策
ハサミの消毒（青枯病の場合）
　収穫用のハサミで伝染しやすい。一株ごとにケミクロンＧの500倍液に浸
け、ハサミの刃を消毒する。
ベンレート水和剤の土壌灌注（半身萎凋病の場合）
　収穫の14日前までに処理する。

発病株の抜き取り（青枯病・半身萎凋病共通）

　スナップエンドウを作っています。春になるとツルが込み合って「うどんこ病」などが発生してしま
います。どんな対策をすればよいのか教えてください。
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　発病株はすぐに根か
ら抜き取りを行い、周
囲の株に広がらないよ
うにする。

青枯病発生株 半身萎凋病発生株

Q1

　スナップエンドウは、ツルを整理しないと側枝（第2次分枝・第3次分枝）が混み合い、風通しが悪
くなるため病気が発生しやすい原因となり、さらには収穫量まで減少してしまいます。節分をすぎた2
月中旬の、側枝が伸び始めるときに、早い段階で側枝を整理します。
エンドウの特徴は、第１次分枝にはたくさんの花が咲き、サヤもたくさんできますが、第2次分枝・第3
次分枝になるほど花の数の割にサヤができにくいものです。このため、側枝は早めに切除したいです。
巻きヅルが多いため、無理に作業は行わないようにしましょう。
　また、うどんこ病は、発生することが前提（当たり前）と考え、3月上旬になったら、薬剤防除をする
とその後の発生が少なくなります。エンドウのサヤができる前に、予防的に早めに防除しましょう。

A1

　ネギの葉に黄白色の斑点や橙黄色の小斑が着き、葉の先端から枯れてしまいます。
毎年、同じような時期に病気が発生してしまいますが、どうしたら良いですか？

Q2

　黄白色の斑点は、「べと病」です。ネギやタマネギに発生
しやすい病気です。橙黄色の小斑は、「さび病」です。
　べと病は気温10～20℃で発症しやすくなりますが、さび
病は低温でも、高温でも発生します。いずれも混みあった通
気の悪い苗床、湿気の多い苗床で発生します。しかし、本田
でも蔓延しますので、注意が必要です。苗床のうちから殺菌
剤を予防的に散布しましょう。蔓延してからでは、防除は困
難になります。また、病害の出始めには、発病した葉を摘み
取ってから防除します。
　ネギにはタマネギと同じく、葉にろう物質があるため、薬
剤をはじいてしまい流れ落ちやすいので、展着剤を加え、細
かい霧状にして流れ落ちない程度に薬剤をかけるようにし
ましょう。また、雨の後には水たまりなどがないように排水
を良くしましょう。

A2

まんえん

1011 じゃん !  2021.12じゃん !  2021.12


